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大雪 山国立公 園 ・然別湖 において生 じた 自然撹乱 の記録
一2006年10月の低気圧による南西部地域での風倒木被害一

丸 山 ま さみ1)・ 丸 山立一)

AreportofnaturaldisturbanceinLakeShikaribetsu,TaisetsuzanNationalPark,Hokkaido,

Japan-wind-damagedtreesbythecycloneinOctober2006inthesouthwesternarea一

MasamiMARUYAMA1>andRyuichiMARUYAMA1)

は じめ に

2006年(平 成18年)10月4日 か ら5日 に か け て

四 国南 方 で発 生 した低 気 圧 は,急 速 に発 達 しな が ら

太 平 洋 を北上 して8日 に北 海 道 東 方 海上 へ 進 む と と

もに 日本 各 地 に大 災 害 を もた ら した.北 海 道 で は7

日か ら8日 に か け て 各 地 で 暴 風 や 大 雨 とな り,建

造 物 破 壊 や 河 川 の 氾 濫 な どが 発 生 した.森 林 被 害

につ い て は,国 有 林 で 十 勝,網 走,日 高 地 方 を 中

心 に約4,200haで 風 倒 木 が 発 生 し(北 海 道 森 林 管 理

局2009),民 有 林 で も5,541haが 被 害 を受 け た(北

海 道 水 産 林 務 部.「 平 成18年10月 低 気 圧 災 害 に よ

る民 有 林 被 害 の 概 要 と復 旧 計 画 」http://www.pref.

hokkaido.1g.jp/sr/srs/teikiatu.htm平 成23年2月4

日閲覧).

この低 気 圧 に よ り,大 雪 山 国立 公 園東 南 部 の 然 別

湖 で も各 所 で風 倒 木 が 発 生 した.著 者 らが把 握 して

い る範 囲 で はあ る が,お もに湖 南 西 部 や 白雲 山 ・天

望 山 ・南 ペ トウ トル 山登 山 道 の稜 線 付 近 と天 望 山登

山 道 の東 雲 湖 側斜 面 が 顕 著 で あ っ た.と りわ け湖 南

部 にお い て,数 十本 単 位 の風 倒 木 集 中斑 が複 数個 所

で 確 認 され た.

然 別湖 周 辺 で は,2004年9月 の 台風18号 の 時 に も

各 所 で風 倒 木 被 害 が 生 じた.こ の と き著 者 らは,台

風 な どの 自然 撹 乱 が 森林 構 造 に与 え る影 響 の 重 要性

の 観 点 か ら,被 害 状 況 の 記 録 を 目的 と して 調 査 を

行 っ た(丸 山 ・丸 山2005).

今 回の被 害 地 で あ る南 西 部 の駒 止 湖周 辺 で は,東 ・

西 ヌ プ カ ウ シ山 と とも に広 範 囲 に風 穴 の存 在 が 指摘

さ れ て い る(佐 藤1994・1995・1997;澤 田 ・石 川

2002;Sawadaθ`記2003;Sawada2003).風 倒 木

集 中斑 の う ち の い くつ か は こ の エ リア に あ る た め,

風 倒 後 の推 移 は大 変興 味 深 い もの で あ り,発 生 状 況

を記 録 してお くこ とは重要 であ る と考 え られ る.

そ こで,2004年 調 査 と同様 に,然 別湖 周 辺 に お け

る 自然 掩乱 の記 録 を 目的 と して,湖 南 西 部 の風 倒 木

被 害 地 で調 査 を行 っ たの で,こ こに報 告 す る.

2006年10月 低 気 圧 の 気 象 デ ー タ

今 回 の低 気圧 に よ り関 東 地方 か ら北 海 道 地方 にか

け て の太 平 洋 側 や オ ホ ー ツ ク海側 各 地 で 記録 的暴 風

雨 が 記録 さ れ た.根 室 測 候 所 で は8日 に最 大 瞬 間風

速42.2m(北 北 東)と い う統 計 開始(1939年)以 来

の最 高 値 が記 録 され た.ま た,オ ホ ー ッ ク海 側 で は

降 り始 め か らの総 雨 量 が250mmを 超 え る大 雨 とな っ

た ところ もあ った.

1)松 籟 庵

Japan.

〒061-1!36北 海 道 北 広 島 市 松 葉 町2-4-1Shorai-an,2-4-1Matsuba-cho,Kitahiroshima,Hokkaido,061-1136,
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然 別湖 の最 寄 の気 象 官 署 に お け る観 測 デ ー タ は,

帯 広 測 候 所 に おい て2006年10月7日 の夜 に最 大風 速

10.3m/s(北 北 東,22時),最 大 瞬 間風 速23.1m/s(北

北 東,23時49分)が 記 録 され た.

調 査 地

然 別 湖 は北 海 道 河 東 郡鹿 追 町北 部(北 緯43。15'～

43.171東 経14306'～143。71標 高 約800m)に 位 置

して い る.然 別 湖周 辺 の 環 境 お よび植 生 等 に つ いて

は丸 山 ほか(2004)に 詳 述 されて い る.

今 回調 査 を行 った の は,湖 南 西 部 の 「一 の湾 」 西

岸 か ら駒 止 湖 の 北 側 に か け て の エ リ ア で あ る(図

1).一 ・帯 に は ト ドマ ツ,エ ゾ マ ツ,ア カ エ ゾ マ ツ

を主 とす る針 葉樹 林 が 広 が っ て い る.こ のエ リ アに

お い て,風 倒 木 の集 中 発生 が 著 しか っ た場 所 を2地

点選 んだ.各 地 点 の概 要 は 次 の通 りで あ る.

・地 点1

「一 の湾 」 西 岸 の 道道 糠 平 一然 別 湖 線(以 下,「 道

道」 は この路 線 の こ と を示 す)よ り西 側 の斜 面.周

辺 は ト ドマ ツ ・エ ゾ マ ツ を主 とす る針 葉 樹 林 で林 床

に は クマ イザ サ が 密生 してい る.林 床 は ほぼ 全体 が

褐 色森 林 土 に覆 わ れて い る.

・地 点2

駒 止湖 北 東 側 の 北東 向 きに開 い た谷.周 辺 は ア カ

図1.調 査地

(国土地理院発行5万 分の1地 形図 「然別湖」使用)

エ ゾマ ツ ・ト ドマ ツ を主 とす る針 葉樹 林 で林 床 は 主

に ミズ ゴ ケ類 と ッ ッ ジ 科 な どの低 木 類 で構 成 さ れ

る.林 床 は岩 塊 上 を土 壌 が 薄 く覆 っ て い る.

また,駒 止 湖 西 側 の 道道 沿 い の駒 止 湖 側 東 向 き斜

面(sb3),駒 止 湖 北側 の道 道 沿 いの 北 向 き斜 面(sb

4),新 白 雲 橋 西 側(sb5)も この低 気 圧 に よ り風

倒 木 が 集 中発 生 した と ころ で あ る.こ の後,sb3・

sb4付 近 で は道 道 か ら駒 止 湖 あ る い は然 別 湖 方面 へ

の 展 望が 開 ける こ と とな っ た.

調 査 方 法

地 点1,2に お い て帯 状 区 を設 定 し,こ れ を横 断

した風 倒 木 を調査 した.丸 山 ・丸 山(2005)と 同 じ

く胸 高 直 径20cm以 上 の 針 葉樹 を対 象 と して,樹 種,

倒 木発 生 形 態,胸 高 直 径,倒 伏 方 向 を調 べ た.倒 木

発 生形 態 は根 返 り と幹 折 れ とに分 けた.胸 高直 径 は

基 本 的 に は周 長 を計 測 し,直 径 に変 換 した.周 長 が

計測 で き なか っ た場 合 は2方 向(水 平 ・垂 直)か ら

直径 を計 測 した平 均 値,も し くは1方 向 のみ の 計測

値 を採 用 した.

風 倒 木 が今 回 の低気 圧 に よ る もの で あ るか ど うか

は,丸 山 ・丸 山(2005)同 様,針 葉,球 果 ,根 系 の

状 態 や倒 木 周 辺 の植 生 の状 態 か ら判 断 した.

各 地 点 の帯 状 区 は次 の 通 りで あ る.

・地点1

斜 面 傾 斜 方 向 に長 辺 が くる よ うに して,幅10m×

長 さ50mの 帯 状 区 を3個 設 定 した(L1～L3).斜

面 方位N75E～S55E,傾 斜30度.

・地 点2

谷 の 上 部 か ら下 部 に 向か っ て ほぼ 北 に幅10m× 長

さ100mの 帯 状 区 を1個 設 定 した(L4).斜 面 方 位

N10E,傾 斜20度.

なお,い ず れ の 地 点 で も胸 高 直 径20cm以 上 の針

葉樹 が ほぼ 全壊 に近 か った とこ ろ に帯状 区 を設 定 し

た.

現 地 調査 は2007年9月 と10月 に行 っ た.

結 果

各 地 点 に お け る胸 高 直径 階 別 の本 数 表 を表1に,

風 倒 方 向別 の 本 数分 布 を図2に 示 した.

1.地 点1
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表1.調 査地点における胸高直径階別の風倒木数
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3帯 状 区 の結 果 を ま とめ て記 述 す る.風 倒 木 は ト

ドマ ッ23本,エ ゾ マ ッ16本,ア カ エ ゾ マ ッ1本 で,

ト ドマ ツの ほ うが エ ゾマ ツ よ りや や 多 か っ た.ト ド

マ ツ で は30cm階 と40cm階 の 倒 木 が90%を 占 め た.

エ ゾマ ツで は30cm階 か ら60cm階 に 渡 って3～5本

の倒 木 が確 認 され た.最 大値 は トドマ ツ49.7cm,エ

地点1
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図2.風 倒方向別の本数分布

ゾマ ツ60.5cmだ った.倒 木 発 生 形態 は90%が 根 返 り

だ った.ま た,ほ とん どが 南 西 方 面(南 南 西 ～西 南

西)に 倒 れて い た.

2.地 点2

トドマ ツ,ア カエ ゾ マ ツそ れ ぞ れ11本,13本 とほ

ぼ 同 数 で,す べ て 根 返 りだ っ た.ト ドマ ッ は20cm

階 が 最 多 で40cm以 上 の もの は な か っ た.ア カエ ゾ

マ ツ は30cm階 と40cm階 が 多 か っ た.最 大 値 は ト ド

マ ツ38.9cm,ア カエ ゾマ ツ51.9cmだ った.風 倒 方 向

は50%が 南 南 東 で,約90%が 南 ～南 東 に 集 中 して い

た.

考 察

1.調 査 地 点 の 風倒 木 発 生状 況 の特 徴

風 倒 木 の 倒伏 方 向 は両 地 点合 わせ て南 西 ～南 東 の

範 囲 内 であ った.こ れ よ り,北 方 面 の風 に よ り風倒

が 引 き起 こ され た こ とが わ か る.10月7日 に帯 広 で

最大 風 速 や 最 大 瞬 間風 速 を記 録 した 時 間帯(22時 ～

24時)の 風 向 は ま さに北 ～ 北北 東 か らで あ っ た.風

害 は最 大 瞬 間 風 速 と密 接 な 関 係 を持 つ もの で あ る

(玉 手1959).今 回 の然 別 湖 で の風 倒 は,帯 広 で の

最 大 瞬 間風 速 観 測 時 間帯 に北 ～北 北 東 の風 に よって

引 き起 こ され た と考 え て よい だ ろ う.

今 回調 査 したエ リア は,然 別湖 か ら南 西 に 向 か っ

て登 りに な る広 い 谷筋 上,つ ま り北 東 に向 か っ て 開

い た谷 状 地形 に あ る とみ なせ る.玉 手(1959)は,

風 害 が起 こ りや す い 局部 的 地 形 の ひ とつ に 「風 向 に

平 行 な谷筋 」 を挙 げ,こ こ に流 れ 込 ん だ風 は収 敏 さ

れ吹 き上 げ られて 強風 とな り被 害 を 引 き起 こす こ と

が 多 い,と してい る.然 別 湖 にお け る今 回の低 気 圧

の主 風 向 は北 北 東 で あ っ たの で,こ の谷 状 地 形 で風
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倒被 害 が 発生 す る確率 は高 か っ た と考 え られ る.

今 同 の風 倒被 害 で注 目 され る こ とは,樹 種 ・サ イ

ズ に 関係 な く風 倒 木 の ほ とん どが 根 返 りで あ った こ

と と,根 返 り倒 木が 集 中 的 に発 生 して い た こ とで あ

る.風 倒 被 害 の要 因解 析 を試 み た研 究 は,こ れ まで

も大 きな台風 な どに よ る森林 被 害 が 起 こる た び に行

わ れ て きた.風 倒 被 害 の 受 け や す さ に は 樹 種 や サ

イ ズ が 関 係 して い た と い う報 告 が あ る(佐 藤 ほ か

2009)一 方,林 が被 害 にあ うか どうか は 主 と して 地

形 要 因 に よ って 決 ま る とい う報 告 もあ り(三 浦 ほか

1984),様 々 な ケ ー ス が あ る.今 回調 べ た 地 点1の

場合,湖 に面 した傾 斜 約30度 の比 較 的 急斜 面 であ っ

た.地 点2は 岩塊 上 の 十壌 が薄 く,風 倒 木 の根 系 は

岩塊 を抱 え る よ う な形 状 に な って い た.エ ゾマ ツ ・

ア カエ ゾマ ッは浅 根 性,ト ドマ ッは 深根 性 で あ るが

(苅住1979),本 調 査 地 で は どの樹 種 の根 系 も強 力

な風 圧 に耐 え うる支 持 力 が不 足 して い た可 能 性 が あ

る.す なわ ち,根 返 り倒 木 が集 中発 生 した の は,地

形 ・土 壌 条件 に よ りどの針 葉 樹 の 根 系 も一 様 に不 安

定 な,等 し く根 返 り しや す い立 地 で あ っ た ため か も

しれ ない.

2.近 年 の 風倒 木 発 生 状況 との比 較

2000年 代 に入 っ てか ら,然 別 湖 周 辺 で は今 回の低

気 圧 の ほ か,2002年10月 の台 風21号,2004年9月 の

台風18号 の 際 に顕 著 な針 葉樹 林 の風 倒被 害 が 発 生 し

た.風 は多様 な地 形 の 影響 を受 けて 様 々 に変 化 す る

(竹 内1997).し た が って 風 向 に よ り被 害 状 況 が 異

な るの は当然 の こ とで あ る.そ こで,こ れ らの気 象

状 況 と,著 者 らが 把 握 して い る然 別湖 周 辺 にお け る

風 倒 発 生状 況 につ い て 簡単 に整 理 し,風 と地 形 に 関

す る一 般 的 な性 質 に照 ら して被 害 状 況 の比 較 を試 み

る.こ れ らの 台風 あ る い は低 気 圧 の 進 路 を図3に,

帯 広 にお け る最 大 瞬 間風 速 の風 向 を図4に 示 す.

2002年9月27日 に発 生 した台 風2!号 は,10月1日

夜 に神 奈 川県 川 崎 市付 近 に上 陸 して 関東 ・東 北 地方

を通 過 し,10月2日 朝 に北 海 道 苫小 牧 市 付 近 に上 陸

した.こ の 台風 で は,帯 広 で 最 大 瞬 間風 速32.3m/s

(南 東)が 記 録 さ れ た.こ れ は現 在 の とこ ろ統 計 開

始(1943年)以 来 の最 大値 で あ る.然 別 湖周 辺 で は,

湖 西 部 の 道道 沿 い 湖岸 お よび湖 南 西部 「2の 湾」 の

温 泉 街 裏 山,湖 南 部 の遊 歩 道,白 雲 山 ・天 望 山 ・南

la)2◎◎2年 台 風21号

{b}2◎◎4年禽風18号

(c2◎06年1◎ 月7iヨ 低 気 圧

図3.2002年 台風21号,2004年 台風18号,

2006年10月 低 気圧 の経 路
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図4然 別湖周辺における台風 ・低気圧の風向

(a)2002年 台風21号,(b)2004年 台風18号,(c)2006年10月 低気圧 矢印は帯広で最大瞬間風速が記

録 された時の風 向である(国 土地理院発行5万分の1地形図 「然別湖」使用)

ペ トウ トル登 山道 の稜 線付 近 な どで風 倒 被 害 が確 認

され た

2004年8月28日 に発 生 した 台風18号 は,9月7日

朝 に 九州 北 部 を横 断 して 日本 海 を北 東 に進 み,9月

8日 朝 に北 海道 の 西海 上 を北上 した.こ の台風 で は,

帯広 で最 大 瞬 間風 速20.5m/s(南 西)が 記 録 され た

然 別湖 周 辺 で は,2002年 台風21号 の時 と同様 に,湖

西 部 道道 沿 い 湖 岸 や温 泉 街 裏 山,湖 南 部遊 歩 道,登
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山 道稜 線 付 近 で風 倒 木 が 発 生 した ほか,湖 北 部 で も

広 範 囲 に比 較 的大 きな針 葉樹 の風 倒 木 が1～ 数 本 単

位 で散 在 して い た.

2006年 の10月 低 気圧 の気 象経 過 につ い て は こ こ ま

で に記 述 した 通 りであ る.然 別 湖 周 辺 で は,過 去2

つ の台 風 で 被 害 を受 け た温 泉 街 裏 山,登 山道 稜 線付

近 の ほか,天 望 山登 山 道 の東 雲 湖 側 斜 面,湖 南 西 部

の 東 斜 而(地 点1),駒 止 湖 の 北 ・西 部(地 点2・

sb3～5)で 局 所 的 かつ 集 中的 に針 葉 樹 風 倒 木 が発

生 した.湖 南 部 遊 歩 道沿 いの 被 害 は そ れ ほ どで もな

か った.

この3度 の森 林 被 害 で は,強 風 時 の風 向 の 違 い に

もか か わ らず,い ず れ の機 会 で も白雲 山 ・天望 山 ・

南 ペ トウ トル登 山道 の稜 線 上 で風 倒 木 が 発 生 した.

一 般 的 に
,登 り斜面 で は緩 急 に か か わ らず そ の頂 上

付 近 で風 速 が 最 大 とな る(竹 内1997).こ れ は 山地

稜 線付 近 の 樹 木 は 強風 に さ ら され る と,風 向 にか か

わ らず 倒 され る リス クが 高 くな る こ と を示 唆 してお

り,度 重 な る風 倒 の発 生 は そ れ を裏 付 け て い る もの

と考 え られ る.

2004年 の湖 北 部 にお け る風 倒 と今 回2006年 の南 西

部 にお け る風 倒 は,ど ち ら も風 向 に向 か っ て 開い た

谷状 地 形 で 発生 して お り,玉 手(1959)が 挙 げた 局

部風 害 地形 の うち 「風 向 に平 行 な谷 筋 」に相 当す る.

前 述 の 通 り,こ の2地 域 の被 害 発 生状 況 の違 い(散

在/集 中)は 地 形 ・十壌 条 件 の 違 い に よ る もの で あ

る可 能性 が 指摘 され た.

湖南 部 の遊 歩 道沿 いで は,2002年 と2004年 の 時 は

風 倒 木 が 目立 った が,2006年 はわ ず かで あ った.急

な地 形 を乗 り越 す 風 の流 れ は,風 背 側 に逆 向 きの

渦 を作 っ て突 風 を生 じる こ とが あ る(竹 内1997).

2002年 と2004年 の 風 倒 は いず れ も,白 雲 山 ・天 望 山

を南 方 面 か ら乗 り越 して 生 じた流 れ に よ り引 き起 こ

され た と推 測 さ れ た(丸 山 ・丸 山2005).2006年

の 時 は北 北 東 の風 が 湖 南 部遊 歩 道 を直 撃 した こ と に

な るが,乗 り越 しの風 の と き よ りも被 害 が少 ない と

い う結 果 に な った .

天望 山登 山 道 の 東 雲 湖 側 斜 面 で の 風 倒 発 生 地 は,

天望 山の 山 麓東 側 で あ る.2002年 の 主風 向 は南 東 で

あ るた め,強 風 の 直 撃 を受 けた は ず だが,2006年 の

被 害 の 方 が は な は だ しい もので あ った.円 錐 形 の 山

麓 を迂 回す る風 は水 平 的 に収敏 されて 強 風 を生 じる

とい う(玉 手1959).こ こで は直 撃 す る風 よ り も迂

回 す る風 の方 が 大 きな ダ メー ジ を与 えた とい うこ と

にな る.

風 向 デ ー タ の 地 域 差 に つ い て

丸 山 ・丸 山(2005)で は,2002年 台風21号 と2004

年 台風18号 の 強風 時 間 帯 の 風 向 を比 較 す る ため に,

帯 広 と鹿 追 で記 録 され た デ ー タを参 照 し,そ れ ぞ れ

の台 風 ご とに 両地 点 で ほ ぼ 同 じ風 向 だ っ た こ と を確

認 した.と ころが,今 回 も同様 に両 地点 のデ ー タを

調 べ た と ころ,ま った く別 の状 況 に な っ てい た.そ

こで,風 向 ・風 速 デ ー タ につ い て調 べ た こ と を記 し

てお く.

然 別 湖 に近 い他 の気 象 観 測 施 設(鹿 追,上 十 幌,

糠 平,駒 場,新 得)に お け る2002年 と2004年 の風 向 ・

風 速 デ ー タで は,帯 広 で 最 大 瞬 間風 速 が 記録 され た

時 間 も し くはそ の前 後 に強 風 の 時 間帯 が あ り,風 向

も台風 ご と にお お む ね同 方 向 で あ った.そ して,ど

ち らの台 風 も主風 向 は南 方 面(南 東 ～ 南 西)で あ っ

た.た だ し糠 平 だ け は,風 向 は他 の 地 点 とほ ぼ同 じ

傾 向 だ った が弱 風 だ っ た.

一 方
,2006年10月7日22時 ～24時 頃の風 向 ・風 速

は,上 士 幌 と駒 場 で は帯 広 と同 じ く北北 東 か らの 強

風 が吹 い て い たが,鹿 追 と新 得 で はほ とん ど風 が な

く,風 向 も北 西 ～ 南 西 で あ っ た.ま た,翌 日午 前 中

も強風 が 吹 くこ とは なか っ た.糠 平 で も強 い 風 は吹

い てお らず,風 向 は 北 東 ～南 東 だ っ た.こ の よ うな

風 向 デ ー タの一 致 や ば らつ きには,強 風 を引 き起 こ

した気 象現 象 の性 質 の み な らず,気 象 観 測 施 設 の地

理 的 条 件 な どの影 響 もあ る の か も しれ ない.ま た,

気 象 デ ー タ参 照 の 際 に は注 意 が必 要 で あ る こ とを示

して い る.

おわりに

近年,大 規 模 な森 林 被 害 を引 き起 こす よ うな気 象

災 害が 比 較 的 短期 間 に多 発 してお り,一 見動 きの な

い よ うに見 える 森林 景 観 の 変化 を 目の 当 た りにす る

こ とが 増 えて きた.ま た,今 回調 査 した地 点2は ア

カエ ゾマ ツ ー蘇 苔類 群 落 とみ なす こ とが で き,明 ら

か に低 温 な風 穴 地 と結 び つ い てい る こ とか ら(佐 藤



丸山 ・丸山 二大雪 山国立公園 ・然別湖 において生 じた自然撹乱の記録 15

1994),こ の 一帯 の風 倒 後 の 推 移 は 注 目 に値 す る も

の と考 え る.今 後 も然 別 湖 で発 生 す る 自然 撹 乱 とそ

の 再生 過 程 に注 目 して い きた い.

な お,い ず れ の機 会 に も大雨 に よ りヤ ンベ ッ川 が

増水 して,河 畔林 が 流 され た り護 岸 が破 壊 され る な

どの被 害 が 生 じた こ とを付 記 してお く.
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Summary

Westudiedthewind-damagedtreescausedbythecycloneinOctober2006inthe

southwesternconiferousforestareaofLakeShikaribetsu(800malt.),locatingonthe

southeasternpartofTaisetsuzanNationalPark,centralHokkaido.Thepurposeofourstudy

wastorecordanaturaldisturbancethatoccurredintheforestaroundLakeShikaribetsu.

Weselectedtwogroupsofwind-damagedtrees,andexamineddamagedconiferoustrees

(≧20cmind.b.h.)crossingthestudyplotssetupinthegroupsrespectively.Almostall

thetreeswereuprootedofeveryspeciesandsize.Itwassupposedthattreerootswere

unstableuniformlyinbothstudysites,wheretopographicalandsoilconditionsweresteep

orrocky.Wind-damagedtreeswereorientedintherangeofasouthwesterntosoutheastern

direction.Certainly,thisfactshowedthewinddamagewascausedbyanorthernwind.Itwas

consideredthatwinddamageinthestudyareawashighbecauseofvalley-shapedtopography

thatopenedtowardthemaindirectionofastrongwind.TyphoonNo.21in2002andtyphoon

No.18in2004alsodamagedtheforestaroundLakeShikaribetsu.Wecomparedwind-

damagebythreemeteorologicaldisastersandtriedtoexplainthecharacteristicsofwind

damagearoundLakeShikaribetsubytherelationbetweenwinddirectionandtopography.


